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日本における鳥獣被害の現状

野生鳥獣による農作物への被害は，
年間200億円前後で推移しており，特
にイノシシとシカによる被害額は全体
の約80%を占めています（図 1 ）．加
えて，これらの被害は営農意欲の減退
や耕作放棄といった二次被害も引き起
こしており，数字として表れる以上に
深刻な社会問題となっています．この
ような鳥獣被害の対策として，ICTを

活用した侵入検知 ・ 侵入防止 ・ 捕獲 ・
追い払いなどの検討がさまざまな機関
で活発に行われています．NTT研究
所では，その中でも侵入検知に向けた
電波を活用したセンシング技術に注目
をしています．

電波を活用したセンシング技術の
動向

電波はスマートフォンを代表とする
モバイル端末などへの通信媒体として，

移動通信システムや無線LAN（Local 
Area Network）システムで幅広く利用
されています．一方で，電波は通信用
途だけでなく，センシング・電子レンジ・
GPS（Global Positioning System）・ 無
線電力伝送などの非通信の用途にも活
用され，生活に不可欠なものとなって
います．近年，特にセンシング技術に
注目が集まっており，「人や動物など
の検知（これまでの領域）」から「物
体や行動の識別（新たな領域）」への
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図 1 　鳥獣害被害額の推移

無線LAN電波を活用した鳥獣検知システム

NTTグループでは， 1次産業である農業を重点分野として位置付け，農
業とICTを融合させる革新的技術の創出を進めています．本稿では，それ
らの検討の中でも，農地に侵入した鳥獣を無線LAN電波の変動のみで高精
度かつ広範囲に検知する鳥獣検知システムの取り組みについて紹介します．
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適用領域の拡大が進んでいます．
電波を活用したセンシング技術に

は，検知対象が無線デバイスを保有す
るものと保有しないもの（デバイスフ
リー型）に分類されます．一般的に，
デバイスフリー型で用いられる電波の
種類には，マイクロ波 ・ ミリ波 ・ 赤外
線 ・ 可視光線などがあり，本検討で注
目するマイクロ波はほかの電波と比較
して，検出範囲，夜間 ・ 見通し外の検
知の観点で優れています（表）．さらに，
マイクロ波の中でも無線LANの電波
を用いる場合，既設の無線LANのデ
バイスの一部を再利用することが可能
となるため，導入コストの削減につな

がります．

無線LAN電波を活用した鳥獣検知
システム

提案システムでは，対象エリア内に
IEEE 802.11ac（1）で規定される無線

LANアクセスポイントと複数の端末を
配置し，その間の電波の変動を解析す
ることで，鳥獣の検知を行います（図 ₂ ）．
具体的には，別に設置する収集デバイ
スが，アクセスポイントと端末の間で
定期的に交換される送信ビームフォー

表　デバイスフリー型センシングの特徴

マイクロ波 ミリ波 赤外線 可視光（カメラ）
周波数 ₃₀₀ MHz～₃₀ GHz ₃₀ GHz～₃₀₀ GHz 数1₀ THz 数1₀₀ THz

検出範囲
距離 ～1₀₀ m ～1₀ m ～1₀ m ～1₀ m
方向 方向依存なし 特定方向 特定方向 特定方向

夜間の検出 ○ ○ ○ ×

見通し外の検出 ○ × × ×

導入コスト ○ × △ △

収集データに機械学習を適用
することで，鳥獣を検知 端末

電波環境
データベース

ネットワーク

収集デバイス

アクセス
ポイント

動物の存在・移動により
電波が変動する

図 ₂ 　鳥獣検知システムの全体像
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ミングで必須となるCSI（Channel 
State Information：伝搬路情報）＊を
通知する無線パケットを一括して収集
し，ネットワーク上のデータベースに
収集した情報に機械学習を適用するこ
とで鳥獣検知を実現します（2）．提案シ
ステムを用いることで，これまで特殊
な装置でしか取得できなかったCSIを
簡易に取得することができ，さらに既
設の無線LANシステムの再利用も可
能となるため，導入コストを大幅に低
減することができます．また，NTT 
R&Dフォーラム2018（秋）では，動
態デモとして，「イノシシのぬいぐる
み」と「人と見立てたペットボトル」

の識別を実施し，その実現性を明らか
にしました（図 ₃ ）．

今後の展開

NTT R&Dフォーラム2018（秋）に
来ていただいたお客さまの中には，鳥
獣被害にお困りの方が多数いらっしゃ
ることから，提案システムに基づく鳥
獣害対策技術を確立していくととも
に，適用領域拡大に向けて，人や物の
侵入検知といった鳥獣以外への展開を
進める予定です．
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（a）　ぬいぐるみ（イノシシを模擬）を検出した様子 （b）　ペットボトル（人を模擬） を検出した様子

図 ₃ 　展示の様子
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紹介したシステムは鳥獣害だけでなく，
さまざまな分野で応用できる可能性を秘め
ていますので，もし興味がございましたら
連絡をお願いします．
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